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目的

Å社会経済分野におけるデータ活用の入門

Å収集→整形→可視化→記述→仮説→検定・回帰までを一周して身につける

Åオープンデータ／EBPMの考え方、機械学習の入口、データ倫理・法的配慮

Å文法よりも「何を知りたいか」「どう使うか」を重視（HANDS-ON中心）

ﬞ ḐὝʺϞϤ ΰ
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ü ―Ποϙϥʿ

福岡県の寺社の数：5763箇所（神社：3,406社、お寺： 2,357寺）
出典：文化庁宗務課『宗教年鑑 令和6年版』

それでは「福岡県のコンビニってどのくらいある？」

私たちの周りの情報（その１）
ЀрРИρρⱬּז
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ü χЀрРИ∑ם ʿ

「2,342店」

セブンイレブン：1,061店
ファミリーマート：538店
ローソン：531店
ミニストップ： 114店
デイリーヤマザキ： 64店
ポプラ： 34店
出典： 2025年7月末時点の各コンビニチェーン公式ウェブサイトの公開データを基に作成。

予想より少ないと感じませんか？

私たちの周りの情報（その１）
ЀрРИρρⱬּז
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ü σε χ₯ϬםḇπΦσΜχΤ

Å 日常の体験が実態を見えにくくしている

コンビニ：
目立つ立地、24時間営業、利用機会の多さ

寺社：
住宅街の奥や山間部、普段の生活ではあまり目にしない、お正月や特別な行事で訪れる程度

→ 日常体験に引きずられて、客観的な社会の状況が見えなくなる

「体感」と「実態」には、大きな差があることがある

私たちの周りの情報（その１）
ЀрРИρρⱬּז
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ü ḩḩἰρԍᴮḩἰ

「体力のある子どもは成績も良い？」
運動部に所属している生徒は、集中力が高く、勉強も頑張っているイメージがある

なぜそう感じるのか？
Å 運動することで集中力が高まる
Å 努力する習慣が身につく
Å 生活のリズムが整う

私たちの周りの情報（その２）
ρᶘ
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╩ ʿ ᾉ τϙθ ᶘ χ ρᶘ χḩἰ

出典：中室牧子・津川友介『「原因と結果」の経済学』（2017）

私たちの周りの情報（その２）
ρᶘ



ü ḩḩἰρԍᴮḩἰ

「やはり体力があると成績も良くなる」と結論付けていい？

考えられる要因：

Å 地域による影響：教育環境の充実度、体育施設・設備の状況、教育予算の違い

Å 機会の差：塾や習い事へのアクセス

Å 生活環境の影響：家庭環境、生活習慣

私たちの周りの情報（その２）
ρᶘ
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私たちの周りの情報（その２）

出典：中室牧子・津川友介『「原因と結果」の経済学』（2017）
※医学では「交絡因子」、経済学では「欠落変数」と表現される。

ü ϜΞ ΰἇ τ―Ποϙϥ

「親の教育熱心さ」

・見かけの相関関係

・直接的な因果関係とは限らない

ρᶘ
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ü TescoχⱧ ˢハンナ・フライ , 2022)

イギリスのスーパーマーケットTescoの例

1993年、Tescoは売り上げが大きく減少し、
経営に課題を抱えていた
他のスーパーとの違いが見えにくく、
顧客の数が減少

そこで
Tescoは、
Clubcard ρΜΞ ΰΜЪϱрЕϸ˔Жを導入した

データの応用 - 小売業

©2016 Andrew Parsons / i-Images（出典：i-Images）
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ü TescoχⱧ

データの応用 - 小売業

Å 集めた Ϭ ΰΨ βϥ
ことで、顧客の買い物の傾向
や好みが分かる

Å ᴮ

・売上30%増加
・顧客の満足度の上昇
・他のスーパーとの差別化に成功

Å ᾽ẁχ Μ τḩβ
ϥ Ϭ ϛϥ

   ・購入商品の詳細
・購入商品の金額
・来店時間帯
・支払方法
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ü TescoχⱧ

Å Д˔Ќ Τϣχ ᾋ
1. 買い物パターン

・平日と週末で購入する商品が違う
・天気や時間帯で買い物の傾向が変わる

2. 顧客の特徴
・フレッシュハーブを買う人 → 料理が好きで質を重視

   ・オーガニック食品を買う人 → 健康や子育てに関心が高い

Å Д˔Ќχᶨ
・顧客ごとに最適なクーポンの発行 → 購買意欲を高める
・よく購入される商品の配置の工夫 → 売上を伸ばす
・データを使って在庫管理を改善 → 無駄を減らす

データの応用 - 小売業
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ü Ⱶ πχД˔Ќᶨ

˲ χ︣ ˳
・テレビCM
・新聞広告
・街頭演説
・選挙ポスター

→ みんなに同じメッセージを送る

˲ᾝ χ︣ ˳
・SNS → ユーザーの投稿や反応を見て、何に興味があるかを調べる
・Ќ˔ϿАЕῲ⁮ → 特定のグループに合わせた広告を配信する

→ 個人の関心に合わせた情報を送る

データの応用 - 政治分野
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ü Cambridge Analytica ⱧὯ (1)

Å χᵵ
Å イギリスのコンサル会社「ケンブリッジ・アナリティカ」は

Facebookを利用して、ユーザーの個人情報を無断で取得し、主に
政治広告に利用した

Å このデータは、2016年のトランプ大統領選挙キャンペーンにも活用
された

Å 情報収集の規模影響：г˔Ѓ˔ 8700

Å Twitterでは「#DeleteFacebook」運動が発生、このスキャンダルを
題材に、ドキュメンタリも制作された

Å Facebookは不正な情報収集で多額の罰金を支払うことになり、ケ
ンブリッジ・アナリティカは2018年に破産申請に追い込まれた

Ⱶῲ⁮
私たちの周りの情報（その３）

© 2019 Netflix, 映画『The Great Hack』
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ü Cambridge Analytica ⱧὯ (2)

Å Д˔Ќ χṞ
- 性格診断アプリ「This is Your Digital Life」
- Facebookアカウントでログインする必要→ユーザーの情報へのアクセスを許可
- 実際の利用者：約27万人

-しかし、アプリ利用者の友人データも自動的に収集されたため、最終的には膨大な量
のデータが集まった

Ⱶῲ⁮
私たちの周りの情報（その３）
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ü Cambridge Analytica ⱧὯ (͏)
τ“μθ∑ם Ⱶῲ⁮χ

1. Ὂ σ τψ
・不安をあおる内容
・治安の悪化を強調

2.ᵫ σ τψ
・革新的な政策を推奨
・変革の必要性を訴求

3. σם τψ
・具体的なデータや事実を提示
・計画の詳細を説明

→ ˮΚσθχᵹψ τӗ ˁ˯

→ ˮ ΰΜϯЮзϸχ ˯

→ ˮӺ χ‰ Τϣᴪ Ϭ︢ϥ˯

→相手の性格に合わせてメッセージを変えることで、より効果的な結果を得る

Ⱶῲ⁮
私たちの周りの情報（その３）
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1. ЀрРИvsⱬּזχ
日常体験が必ずしも社会の実態を反映していない
→ 情報の重要性

2. ρᶘ χ
一見シンプルに見える関係にも、 実は様々な要因が隠れている
→ 情報の背景を考える

3. Ⱶῲ⁮χ
情報技術の発展により、情報の活用方法が劇的に進化
従来：「全員に同じ情報を届ける」
現代： ①SNSなどから情報を収集・分析

②個人の関心に合わせた情報を発信
→ 情報の収集・活用の仕組みを理解する

私たちの周りの情報
Ϙρϛ
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ᵓזּ ：
人間の社会の営みの過程に生まれる情報を指す

ᵓזּ ᶘ：
情報を媒介として社会を分析する視点と、社会に流通する情報を分析する視点を含む学問
（遠藤薫、2012）
→情報が社会の各分野でどのように生成、伝達、利用されるか

Å コンビニと寺社：情報で社会実態を把握
Å 体力と学力：情報が持つ意味や背景
Å 政治広告：現代社会における情報の流通と活用

情報を通じて社会や世界を理解する、理論と実践を結びつけ、より良い社会を目指す

社会情報学とは
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ᵓτΣΪϥזּ χ ᶤϬᾆẕβϥᶘ

РЅКІʺὊↄʺ ├Ὠ τΣΪϥД˔Ќᶨ

Ṫ Υּזᵓτ Πϥֲốχ

社会情報学とは
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ᵓזּ ：

Å デジタル化の進展

Å ビッグデータの出現

Å AI・機械学習の発達

Å 証拠に基づく政策立案（Evidence Based Policy Making、 EBPM ）
証拠に基づく意思決定（Evidence-Based Decision Making、EBDM ）

なぜ今、データなのか？
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ü ἇ σᴂ ʿ

РЅКІ: 顧客分析、市場調査、業績予測

Ὂↄ: 経済指標分析、政策効果測定

├: 人口動態分析、都市計画、福祉政策

ễӾ: 学習効果測定、教育資源配分

社会情報学の応用例



2025年9月17-19日

第2回

社会データ

社会情報学
 

李 文
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ü Д˔Ќχṁ ᵵ

Å 情報を分析可能な形で記録したもの

Å 数値、文字、画像、音声など様々な形態

「 25 」 「今日の気温は25度」

Д˔Ќ

                                                  

「Д˔Ќ」そのものはӪ ϬⱱθσΜ

ʾᵔּתによって初めて「 」となる

「データ」と「情報」

今日は暖かいから薄着で出かけよう

社会データ | データ構造 | データ品質 | データ収集
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ü 4νχД˔Ќʿ

1. ₰データ（Survey Data）

2. кϽデータ（Log Data）

3. ᾓデータ（Experimental Data）ם

4. Ḣ データ（Observation Data）

社会で活用されているデータ

社会データ | データ構造 | データ品質 | データ収集
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₰Д˔ЌˢSurvey Data ˣʿ

Å アンケート調査のように、実施前に目的を決めて収集されるデータ
Å 人の多様な嗜好や意識を知るために広く活用

国勢調査: 制度上の全数調査

政府統計: 内閣府の景気統計調査など

民間調査: 企業の信用調査、市場調査

学術研究: 大学や研究機関による調査

社会で活用されているデータ

出典：総務省統計局「国勢調査2025」公式サイト

社会データ | データ構造 | データ品質 | データ収集

https://www.stat.go.jp/data/kokusei/2025/index.html
https://www.esri.cao.go.jp/jp/stat/menu.html
https://csrda.iss.u-tokyo.ac.jp/
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₰Д˔ЌˢSurvey Dataˣʿ

ᴿ

I. いかにデータを得るか
収集方法の選択: ウェブ、対面、郵送

II. 誰からデータを得るか
サンプリングの問題、デジタルデバイド（digital divide）

社会で活用されているデータ

社会データ | データ構造 | データ品質 | データ収集
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кϽД˔ЌˢLog Data ˣʿ

Å ユーザや消費者の意識と関係なく、コンピュータ上に自動的に蓄積されるデータ
Å 本来の意味：コンピュータが処理した作業内容をすべて記録したデータ

検索ログ: Google、Yahoo!などの検索履歴

購買ログ: Amazon、楽天などのECサイト利用履歴

人の行動ログ: スマホの位置情報、移動記録

プローブデータ: カーナビゲーションシステムからの車両情報

社会で活用されているデータ

社会データ | データ構造 | データ品質 | データ収集
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ᾓД˔ЌˢExperimental Dataˣʿם

Å 実験を目的としたセンサにより得られる情報

ự χ ʿРАϽД˔Ќᴟ
センサ性能の劇的向上
データサイズの爆発的増大

ᴿ
死蔵問題：データ生成スピード > 解析スピード

社会で活用されているデータ

社会データ | データ構造 | データ品質 | データ収集
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Ḣ Д˔ЌˢObservation Data ˣʿ

Å 自然界の現象を観測して得られるデータ

ự χ ʿРАϽЂϱϵрІ（big science）
数百億円から数千億円レベル(ニュートリノ観測施設：カミオカンデ、大型望遠鏡：すばる
望遠鏡）

日本：
Å 人工衛星「ひまわり」: 気象画像データ
Å アメダス(AMeDAS) : 全国約1,300箇所の気温・降水量データ
Å 地震観測網: 約2,000箇所の地震波形データ

ᴿ
実験データと同様のビッグデータ化問題

社会で活用されているデータ

出典：気象庁「ひまわり」衛星画像

社会データ | データ構造 | データ品質 | データ収集



30

社会で活用されているデータ

観測データ ログデータ 調査データ 実験データ

社会データ | データ構造 | データ品質 | データ収集
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社会で活用されているデータ
Ⱨ ︡ ︣ ˢ ˣ ︡ ΰοΜϥ ˢ ˣ

₰データ
国勢調査、政府統計データ アンケート 国

民間の信用調査 アンケート 民間企業

кϽデータ

検索ログ 検索エンジンの利用 グーグル、ヤフー

購買ログ ECサイトの利用 アマゾン、楽天

人の行動ログ スマホ ドコモ、ソフトバンク

プローブデータ カーナビ 自動車メーカー

機械の稼働ログ IoTセンサ 製造業の企業

ᾓデータם
実験室データ 各種実験機器 大学、研究機関

大型装置データ 電子顕微鏡 国立研究機関

Ḣ データ

研究室データ 顕微鏡など 大学、研究機関

ビッグサイエンス 大型望遠鏡、加速器 国立研究機関

気象予報 人工衛星、AMeDAS 気象庁

社会データ | データ構造 | データ品質 | データ収集

出典：有賀友紀・大橋俊介『RとPythonで学ぶ［実践的］データサイエンス＆機械学習【増補改訂版】』（技術評論社、2021年）  
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1. 1ⱳД˔Ќˢprimary data ˣ
自分たちが自らの目的のために集めたデータ
調査の自由度が高く、他人は手に入らない

2. 2ⱳД˔Ќˢsecondary data ˣ
他の人や組織によって集められ、公開されているデータ
気象情報や政府が公開する統計など
調査の自由度は低く、公開データ

3. ЮЌД˔Ќˢmeta dataˣ
データそのものではなく、データに付随している情報（作成者、作成日時等）を指す

1次データ、2次データ、メタデータ

社会データ | データ構造 | データ品質 | データ収集
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ü Ἱ꜠τϢϥ

Å データ: 年齢、身長、売上高

Å ϸГЁзデータ: 性別、血液型、学部

Å ГϺІЕデータ: レビュー、ニュース記事

Å ЫиЎЮДϰϯ: 画像、動画、音声

データの種類

数値データ
画像データ

カテゴリデータ

社会データ | データ構造 | データ品質 | データ収集
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Å Ϟ ὓσςʺ ʾṳ ʾὓ▄χṁ ρσϥⱧם

ü ΩϜ ΰϞβΜἹ꜠ʿД˔ЌГ˔Уи（行列）

Å “ˢḢ ˣ: ケース、事例

Å ˢ ˣ: 特徴量、共変量

ü Ἱ꜠ʿカンマ区切り値.csv（.txt）が最もシンプル

区切り文字は何でも可：カンマ（,）、セミコロン（;）、その他（| ）

ü Д˔ЌЈАЕʿデータテーブルの集合体で、通常は関連している/同一プロジェクトで

使用される

例：同じトピックについて10年分の10個のデータテーブル

データとは何か

社会データ | データ構造 | データ品質 | データ収集
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Å ᴅ Д˔Ќˢ Cross-sectional, xsecˣ
 同時に観測された多くの単位の情報を持つ
Å 一年内の全国世帯調査、国勢調査等

Å ⱲὉ Д˔Ќˢ Time series, tseriesˣ
単一の単位を何度も観測した情報を持つ
Å 一国のGDP推移、日経平均株価など

Å ОКиД˔ЌˢPanel, xt ˣ
複数の同一個体が，複数時点にわたって観察されている
Å 追跡調査、企業の財務データ（数年分）

データ構造

社会データ | データ構造 | データ品質 | データ収集

ᴅ

ⱲὉ

ОКи

ᴎᾉ
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Å 多くの単位をそれぞれ複数回観測したものである

Å 縦断データ(longitudinal)、また横断面-時系列データ(cross-section-time-series)と呼ば
れる、
xtデータと略される

Å xtデータテーブルでは観測値は2つのID変数で識別：
 横断面単位用(xsec)と時間用(tseries)

Å すべての横断面単位が全く同じ時間期間で観測されている場合はバランス型と呼ばれる
一部の横断面単位が他よりも多く観測されている場合はアンバランス型と呼ばれる

パネルデータ

社会データ | データ構造 | データ品質 | データ収集
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Å ウィーン、オーストリアへようこそ

ü Hotels Д˔ЌЈАЕ

Å 価格比較ウェブサイトから収集し、匿名化

Å ウィーン、2017年11月平日、N = 428

Å 各ホテルについて、以下の情報が含まれる：

Å ホテルの立地
Å 対象夜の料金
Å 平均顧客評価
Å ホテルの星評価
Å 市内中心部からの距離

CASE STUDY¡：お得なホテルを探せ

社会データ | データ構造 | データ品質 | データ収集

出典：InsideHook「How to Spend a Perfect Weekend in Vienna」
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出典: hotelsデータセット。ウィーン、2017年11月平日

5つの観測例と主要変数の値を示します：
Å 'accom_type'は宿泊施設のタイプ
Å 'city'は検索ベースの都市名
Å 'city_actual 'は自治体名

CASE STUDY¡：お得なホテルを探せ

hotel_id accom_type country city city_actual dist stars rating price

21894 Apartment Austria Vienna Vienna 2.7 4 4.4 81

21897 Hotel Austria Vienna Vienna 1.7 4 3.9 81

21901 Hotel Austria Vienna Vienna 1.4 4 3.7 85

21902 Hotel Austria Vienna Vienna 1.7 3 4 83

21903 Hotel Austria Vienna Vienna 1.2 4 3.9 82

社会データ | データ構造 | データ品質 | データ収集
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ϹЦ˔ЅϱрʾϹЦ˔ЅϯϳЕ
Garbage in, garbage out.

「ごみを入れればゴミが出てくる」

いかに優れた分析手法であっても、分析対象となるデータの質が悪ければ、出てきた結果も
役に立たない

データ品質

社会データ | データ構造 | データ品質 | データ収集
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ü Д˔Ќ ψԁל τ︠Ḣ σϜχ

ˢᾆẕˣל Ϭ ᶎτβϥ

Å 何を探求または理解したいのか？

Å 明確な答えがあれば、データ品質を決めることができる

「ちゃんと問いに答えられるかどうか」を判断するためのẁḢ σ◙ ϜΚϥ

データ品質

社会データ | データ構造 | データ品質 | データ収集
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1. (Content)

変数が捉える実質的内容

Å 変数が何かと呼ばれているからといって、必ずしもそれを測定しているとは限らな

い（例：「製品品質」、「社会経済的地位」）

2. (Validity)

変数の実際の内容が意図された内容にどれだけ近いか

3. (Reliability)

同じ観測値について同じ変数を複数回測定した場合、同じ結果が得られるべき

データ品質

社会データ | データ構造 | データ品質 | データ収集

ˮάχ μο τζϦϬ μοϥχˁ˯

ˮЇйοσΜΤˁ˯

ˮУйΥσΜΤςΞΤ˯
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4. χ ᶓᴦ (Comparability of measurement)

異なる観測値にわたって、同じ変数がどれだけ同様に測定されているか

5. (Coverage)

 対象となる観測値のうち、データに含まれる割合

Å 不完全な網羅性（ほとんど常に）

6. ϤχσΜ (Unbiased selection)

網羅性が不完全な場合、データに含まれる観測値は、網羅対象とされたすべての観測値

（および除外された観測値）と類似している必要がある

データ品質

社会データ | データ構造 | データ品質 | データ収集

ˮ Ϟ Υ ϩμοϜʺ αи˔иπ ϦοΜϥΤ˯

ˮ ΪοϥΪςʺϘΚ Τˁ˯

ˮςχΨϣΜΥם∑τД˔Ќτ μοΜϥΤ˯
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ü 常にデータを知っておく

Å ガベージイン、ガベージアウト

Å データ品質は、データがどのように収集されたかによって決まる

Å Д˔ЌΥςχϢΞτ ϘϦθΤ

Å τḩ βϥᴦ χΚϥ χ ⇔

V データセットの出所を記述するREADME.txt

V 変数に関する基本情報を提供するVARIABLES.xls

データ品質

社会データ | データ構造 | データ品質 | データ収集
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ü ςΞϞμο ϘϦθΤ How data is born

1. 自動データ収集

2. 行政/センサス

3. ビッグデータ

4. 調査

データ収集

社会データ | データ構造 | データ品質 | データ収集
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データ、またはデータに変換できる情報が他の誰かによって収集される

我々の分析の目的とはӰσϥ のため

ü

Å 必要な変数が含まれていない

Å 変数の妥当性が高い場合も低い場合もある

Å 不完全な網羅性→潜在的選択バイアス

ü

Å 安価

Å 多くの場合、多数の観測値

Å 完全な網羅性を持つ可能性

既存ソースからのデータ収集

社会データ | データ構造 | データ品質 | データ収集
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ꜛ Д˔Ќ

Å API（Application Programming Interface）

Å ソフトウェアに直接データを読み込む（ソフトウェア仲介者・インターフェース）

Å プログラムやスクリプトが互いに対話することを可能にする

Å APIは多くの文脈で広く使用される

Å ЫϼкД˔Ќ: 世界銀行、e-Stat（政府統計の総合窓口）、 国税庁法人番号システム

Å ЬϼкД˔Ќ: openweathermap.org/api の天気など

Å データセットに限定されたデータ収集

Å 通常、追加情報が利用可能

データ収集：デジタル

社会データ | データ構造 | データ品質 | データ収集
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ϷржϱрФжАЕТ϶˔ЭΤϣ

Å ϷржϱрЂ˔РІ

Å WebІϼйϱСрϽ：R（rvest）/Python（beautiful soup）

Å 大幅なクリーニングが必要

Å 手順（コード、スクリプト）が準備できれば、反復可能

Å サイト上にあるものに限定されたデータ収集

データ収集：デジタル

社会データ | データ構造 | データ品質 | データ収集
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企業取引、政府記録、税務、社会保障、人口に関する記録

ü

Å 優れた網羅性、欠損値が少ない、高品質

Å 多くの明確に定義され文書化された変数

ü ὧ

Å 企業/政府目的で定義された変数、分析に適合しない可能性

Å しばしば十分に詳細/具体的でない

Å 非常に限定されたアクセス

データ収集：行政

社会データ | データ構造 | データ品質 | データ収集
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出典: hotelsデータセット。ウィーン、2017年11月平日

Å ϳϴУІϼйϱСрϽτϢϤ価格比較ウェブサイトから収集された
Å χ 、 はホテルを探している利用者に向け
Å は悪くないが、ノイズがあり→前処理ל
Å は良いが完全ではない→どのホテルが除外されているか？

CASE STUDY¡：お得なホテルを探せ

hotel_id accom_type country city city_actual dist stars rating price

21894 Apartment Austria Vienna Vienna 2.7 4 4.4 81

21897 Hotel Austria Vienna Vienna 1.7 4 3.9 81

21901 Hotel Austria Vienna Vienna 1.4 4 3.7 85

21902 Hotel Austria Vienna Vienna 1.7 3 4 83

21903 Hotel Austria Vienna Vienna 1.2 4 3.9 82

社会データ | データ構造 | データ品質 | データ収集
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ü ʿ 3νχV

Volumeˢ ˣ
2025年の世界データ量：175ゼタバイトに達する（現在の世界人口約80億人が、1人あたり
毎日8時間ずつ動画を見続けたとしても、17万年以上かかる）
サンプルが大きいからといって、必ずしも代表的であるとは限らない！

Velocity ˢ ˣ

リアルタイムで収集され、瞬時に処理される（現在進行中の出来事を即座に分析して、必要
な情報を提供することが可能）

Variety ˢ ˣ
多様なデータ形式を含む（テキスト、画像、動画、音声など）
多様なデータソースから集められる（SNS、取引データなど）

ビッグデータ

社会データ | データ構造 | データ品質 | データ収集
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ビッグデータ

このように、
ビッグデータはさまざまな種類・形式
で存在し、日常生活やビジネス活動に
密接に関わっている

ビッグデータの具体的な種類

社会データ | データ構造 | データ品質 | データ収集



52

ビッグデータで何が異なり、何が同じか？

ü ӸΜ

Å 不確実性が低くなる

Å 珍しいパターンや細かい傾向を見つけやすい

Å 実践的課題（例：扱いづらいデータ構造、計算負荷など）

ラβンダムサブサンプルで部分的に解決可能な場合も

ü Ặ

不完全な網羅性の場合、母集団を代表する必要

Å ビッグデータで75%網羅性があっても、選択バイアスがあると結果が偏る

Å 同じ母集団から1%でもランダムサンプルなら良い結果が出る

ビッグデータ

社会データ | データ構造 | データ品質 | データ収集
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₉ ʺⱲḧΥΤΤϥʺ‰ᴣ

Å データ収集は退屈な作業であり、高価でもある

Å 通常、期待よりもはるかに困難で、多くの現場問題がある

Å 経験を積む価値がある

データ収集

社会データ | データ構造 | データ品質 | データ収集
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ü Д˔ЌϬ ϥ
Å どのように生まれたか
Å その主な利点・欠点は何か

ü Д˔Ќ ψל ὫᴮϬὨ βϥ
Å データ品質はデータがどのように生まれたかによって決定される

ü Д˔ЌψД˔ЌГ˔Уиτ ήϦϥ
Å 行は観測値
Å 列は変数

ü Д˔Ќ
Å 既存ソース（自動データ収集、行政、ビッグデータ）
Å 分析のために意図的に収集（調査）→ 次回

要約

社会データ | データ構造 | データ品質 | データ収集
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☞データを知る

Åどのように作られたかによって、長所や短所、質が決まるものである

Åデータは、行に観測値、列に変数という形で表に格納されている

MAIN TAKEAWAYS



2025年9月17-19日

第3回

社会調査

社会情報学
 

李 文

56
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ü ςΞϞμο ϘϦθΤ How data is born

1. 自動データ収集

2. 行政/センサス

3. ビッグデータ

4. ₰

データ収集
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ü ₰ˢsampling surveyˣρψ

Å 母集団(population)と標本（サンプル、sample）

Å 全数調査 vs 標本調査

Å なぜ標本調査を行うのか？

標本調査

標本
調べる

標本調査

母集団の性質を推測

母集団
調べる

全数調査

標本調査 | 誤差と信頼区間 | 無作為抽出法 | バイアス
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ü жрЍЭЂрФзрϽˢ ⌠Ӯ ˣ

Å 偏りを防ぐためのランダム性

Å サンプルサイズが小さいと結果にばらつきが出やすい

ランダム抽出とばらつき

標本における候補者Aの支持率

観
測
さ
れ
た
回
数

100回標本抽出を行った結果

標本調査 | 誤差と信頼区間 | 無作為抽出法 | バイアス

出典：江崎 貴裕『分析者のためのデータ解釈学入門 データの本質をとらえる技術』（ソシム、2020年）  
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ü 十分な大きさのサンプルであれば、 Υ‰Ψσϥ

ü サンプルサイズは、母集団の大きさの割合ではなく、 Υ

（数千件のサンプルでも、母集団が5万でも3億でも、十分に代表できることがある）

ü σ Τϣ ΰθи˔и

〇: 奇数番号の生年月日の人々（50%サンプル）

×: アルファベット順の人のリストの前半

ランダムサンプリング

標本調査 | 誤差と信頼区間 | 無作為抽出法 | バイアス
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ü 「良いサンプル」が Ϭ βϥ (Representative Sample)：

Å すべての重要な が、母集団と非常に類似した を持っている

Å すべての重要な が、母集団の特性と非常にϢΨԁ ΰοΜϥ

ü 例：

①従業員サンプルの年齢分布が全従業員の年齢分布と同じ

②オンラインとオフラインの価格差の平均が、サンプル内の店舗と全体の店舗で同じ

代表的サンプル

標本調査 | 誤差と信頼区間 | 無作為抽出法 | バイアス
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Å 標準誤差（SE）の考え方95%

Å 信頼区間と ±1.96×SE の意味

標準誤差と信頼区間

標本

母集団

標本

標本から
計算される の割合

標本から
計算される の割合

標本平均のばらつき

ὛὉ
ὴρ ὴ

ὲ

標本調査 | 誤差と信頼区間 | 無作為抽出法 | バイアス
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ςΞ βϥˁ

ü ḁ τᶎΤϛϥάρψπΦσΜ

わかるのはサンプル内の分布やパターンであり、母集団のそれは分からない

（サンプルを使う理由そのものが、母集団全体のデータを取ることができないから）

ü ЦрЎЫ˔ϺрϽ

母集団の一部の分布やパターンが分かっていれば、サンプルと一致しているかを確認す

る。 （例：女性従業員の割合がサンプルと母集団で同程度か）

ü ЂрФзрϽФкЈІϬ ϥ

ランダムサンプリング（無作為抽出）

代表的サンプル

標本調査 | 誤差と信頼区間 | 無作為抽出法 | バイアス
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無作為抽出 vs無作為でない抽出

ü ⌠Ӯ ˢжрЍЭЂрФзрϽˣ

Å 単純無作為抽出（simple random sampling）

Å 系統抽出（systematic sampling）

Å 層化多段抽出（stratified multistage sampling）

さまざまなサンプリング法

多段抽出法

大都市

中規模都市

小規模都市

層化抽出法

グループごとに
分けて抽出

標本調査 | 誤差と信頼区間 | 無作為抽出法 | バイアス

出典：江崎 貴裕『分析者のためのデータ解釈学入門 データの本質をとらえる技術』（ソシム、2020年）  



65

無作為抽出（ランダムサンプリング）

無作為抽出 vs無作為でない抽出

ü ⌠Ӯ ˢжрЍЭЂрФзрϽˣ

Å クラスター抽出（cluster sampling）

サンプル単位をクラスタにして調査コストを削減

⌠Ӯ

全校生徒を調査

全校生徒を調査

全校生徒を調査

標本調査 | 誤差と信頼区間 | 無作為抽出法 | バイアス
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ü Ӫ ˢpurposive sampling ˣ

意図的に選ぶ

ü Ṩ ˢconvenience sampling ˣ

「調査しやすい人」を選ぶ

ü ם ϞТϰ˔иЖπχ►Μ ρ Ӫ

バイアスが入るってことを意識して、データを解釈する必要がある

無作為でない抽出

標本調査 | 誤差と信頼区間 | 無作為抽出法 | バイアス
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ü Ὣᴮψԁ ᴟπΦϥˁ

Å 外的妥当性（external validity）

Å サンプリングバイアスがあるときの注意

外的妥当性

標本調査 | 誤差と信頼区間 | 無作為抽出法 | バイアス
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ü ЂрФзрϽНϱϯІρψˁ

Å カバレッジ誤差：「誰に聞く？」

Å 回答時に生じるバイアス：「どう聞く？」

Å 対象の集団における選択バイアス：「誰が答えるか」

典型例：

成功者は回答する

ネットの利用者

面倒な回答

サンプリング誤差

標本調査 | 誤差と信頼区間 | 無作為抽出法 | バイアス
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₰ψ ˑˢᵕ לˣτיּ ΰʺζχᵕ ϬṜ βϥάρπД˔ЌϬ βϥ

Å 回答は短く、ל ˢϸГЁзˣϘθψ ˢ ˣ τḛ τ ḊήϦϥ

Å ϤθΜάρϬζχϘϘל πΦϥ

ü 調査タイプ

Å 自記式調査（self-administered survey）

Å 面接調査（interview）

ü 実施方法： Webアンケート、電話、対面、混合 （コンピュータ支援面接）

調査モード

標本調査 | 誤差と信頼区間 | 無作為抽出法 | バイアス
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₰ψ ˑˢᵕ לˣτיּ ΰʺζχᵕ ϬṜ βϥάρπД˔ЌϬ βϥ

ü データ収集アプローチの選択は大きな違いを生む

調査モードの違い

ꜛṜ꜠ ₰

Å 安価で効率的、視覚的補助を使用可能

ᴡΥ τσϥᴦ ΥΚϥΤˁ

Å 質問の意味を誤解する

Å ドロップアウト

Å まったく適当に答える

₰

Å 回答率が高い、質問の意図を伝えやすい

ᴡΥ τσϥᴦ ΥΚϥΤˁ

Å 費用がかかる

Å 調査員のスキルに左右される

Å プライバシーへの配慮が必要

標本調査 | 誤差と信頼区間 | 無作為抽出法 | バイアス
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他にもある心理的バイアスの例

ἱΰ：「はい」「いいえ」で聞くと「はい」に偏りやすい

ᴟἱΰ：「どちらともいえない」が選ばれがち

Ϻаз˔Ϸ˔Н˔῟ᴮ：前の質問が次の質問に影響

ל χ ：「最近データ分析の需要が高まっていますが...」といった文で、回答を誘導

質問は難しい

質問： 「あなたが就職先を選ぶ際に一番重視する項目は何ですか？

1.給与 2.働きやすさ 3.社会的評判 4.その他

質問： 「あなたが就職先を選ぶ際に一番重視する項目は何ですか？

1.給与 2.成長できる環境 3.残業の少さ ４.転勤の有無

5.職場の雰囲気 6.有休の取りやすさ 7. 社会的評判 8.その他

標本調査 | 誤差と信頼区間 | 無作為抽出法 | バイアス
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ü ςϭσНϱϯІˁ

「あなたは覚醒剤を使ったことがありますか？」という質問

→ 本当は「ある」人でも「ない」と答える可能性がある

ü ᵔὨ├ʿжрЍЭᵕ

例：「コインを投げて表が出たら → 常に『はい』と答える」

 「裏が出たら → 正直に答える」

    調査者は誰が正直に答えたか分からない→ 回答の匿名性が守られる！

信用できない回答 見られていると
正直に答えられない

.

.

標本調査 | 誤差と信頼区間 | 無作為抽出法 | バイアス



ü ςϭσНϱϯІˁ

自分の行動や選択にあとから理由をつけたくなる心理がある

例：心理実験(Wilson & Nisbett (1978))

同じストッキングを4つ並べて「どれが一番いいか」を選んでもらう

実は α それでもˮ֒ χϜχ˯ΥΩϜ ωϦθ

→   人は並び順の影響を受けているのに、

それに気づかず「 ∙ΥΜΜΤϣ」と後付けの理由を説明

73

理由の後付け

標本調査 | 誤差と信頼区間 | 無作為抽出法 | バイアス
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観測による介入の影響

ü ςϭσНϱϯІˁ

調査されていると知るだけで、被験者の行動が変わる可能性がある

例①：Ш˔Њр῟ᴮ

労働環境を変えると生産性が上がるか？を検証

→ 「実験者に観察されている」こと自体がモチベーションアップにつながった

例② ：ФжЈЩ῟ᴮ

「効くと思って飲んだ」だけで症状が改善する現象

→ 被験者の「自分は治療を受けている」という思い込みが結果に影響

標本調査 | 誤差と信頼区間 | 無作為抽出法 | バイアス
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選択バイアスとは？
〜帰ってこなかった戦闘機の話〜

損傷を受ける

生還 墜落

観察される 観察されない

赤い点：帰還した機体の被弾箇所

「生存者バイアス」

    Survivorship bias

「被弾が多い箇所を補強しよう」Ÿ ḵךּ
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☞標本調査は母集団を推測するための重要な方法

Å無作為抽出は代表性を高め、バイアスを減らす

Åバイアスにはカバレッジ誤差・回答バイアス・選択バイアスなどがある

Å調査モードや質問文の作り方も結果に影響する

MAIN TAKEAWAYS
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PYTHON入門
社会情報学
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ü ᶆ Б˔и ᶓ ˢОАϾ˔Ѕ/ФкϽжЬрϽᾠ῎/Ђ˔РІˣ

ツール

パッケージ プログラミング言語 サービス

- 商用パッケージとして提供
- GUI での操作が工夫されている
- 有償

- プログラミング言語
- オープンソース
- 無償

- オンラインで利用する商用サービス
- 予測結果だけを返すブラックボック

ス型のサービスもあり、注意が必要 
- 有償／無償

- Excel（専用のツールではない）
- SPSS
- SAS
- DataRobot など

- R
- Python（ライブラリを

追加）
- Julia 
- Octave など

- Microsoft Azure Machine Learning
- Amazon Machine Learning
- IBM Cloud＋Watson
- Google Prediction API など

ツール | RとPython | Python 入門

出典：有賀友紀・大橋俊介『RとPythonで学ぶ［実践的］データサイエンス＆機械学習【増補改訂版】』（技術評論社、2021年）  
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ü ᶆ Б˔и ᶓ ˢExcel / SPSS ʾSAS / RʾPython ˣ

ソフトウェア

パッケージ プログラミング言語

Excel SPSS・SASなど R・Python

ライセンス Microsoft IBM, SASなど オープン

習いの容易さ（学習難易度） Ӭ ᶓ Ӭ プログラミングが必要

費用 有償 有償

変える手法（手法の拡張性） 限定的 ᶎ ήϦθ︣ ψ Ω ︣ Ϙπ

プロセスの再現・修正 困難 ᴦ ᴦ

データ構造の管理 困難 ᴦ ᴦ

ツール | RとPython | Python 入門

出典：有賀友紀・大橋俊介『RとPythonで学ぶ［実践的］データサイエンス＆機械学習【増補改訂版】』（技術評論社、2021年）  
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ü ςϭσ Υ►μοϥˁ

Å R → 統計・医学・生物の研究者

Å Python → ITエンジニア、AIやWebの人たち

ü ςάπᾋΤΪϥˁ

書店では、R本は「統計」コーナー、Python本はプログラミング全般コーナーにある

RとPYTHONの比較

ツール | RとPython | Python 入門
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ü 2. RρPython χṁ Ṑ ρжϱУжз

RとPYTHONの比較

R Python

ЦϼЕиʾ“ ὓ▄ 標準（base） NumPy、SciPy

Д˔ЌТй˔Э 標準（base） pandas

ṁ σ ὓᵔ 標準（stats） StatsModels

ṁ σϽжТϰАϼІ 標準（graphics） Matplotlib

ᶈ ϽжТϰАϼІ ggplot2 Seaborn

Ṑᵣᶘ caret scikit-learn

※両者の機能には差異があり、1対1で完全に対応するものではない

→ Rは最初からいろいろ入ってる、Pythonは自分で追加する感じ

ツール | RとPython | Python 入門

出典：有賀友紀・大橋俊介『RとPythonで学ぶ［実践的］データサイエンス＆機械学習【増補改訂版】』（技術評論社、2021年）  
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ü ὓ σϣ˜

R：すぐ使える、選択肢が多い

Python：StatsModelsなどを入れる必要あり

ü Ṑᵣᶘ σϣ˜

Python：scikit-learnがめっちゃ便利！

R：caretなどあるけどちょっと複雑かも？

RとPYTHONの比較

ツール | RとPython | Python 入門
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ü ►ΜϞβή

R ： 数式やデータをいじるのが得意

Python ： プログラミングや応用の幅が広い

どっちも C や Java より全然やさしい！

プログラミング初心者 → RπϜPython πϜOK˂

RとPYTHONの比較

ツール | RとPython | Python 入門
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ü ṓ

ライブラリが豊富

Å pandas：表のデータ扱える

Å NumPy：数の計算が得意

Å scikit-learn：機械学習もOK

Å TensorFlow：ディープラーニングもできる

PYTHON 入門

ツール | RとPython | Python 入門
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ü ḕẽ“ם

1. Anaconda

Å Python本体 + 「Jupyter Notebook」や「Spyder」

Å 安心フルセット

2. Google Colab （ 「Colaboratory」 ）

Å УжϳЃ上で実行できる

Å ḕẽ  Υ

Å 簡単にẶ

PYTHON 入門

絶対に間違いない！

より便利！

ツール | RとPython | Python 入門
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GOOGLE COLAB

ツール | RとPython | Python 入門
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GOOGLE COLAB
登録してね！

Fileをアップできる！

ツール | RとPython | Python 入門
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GOOGLE COLAB

Fileじゃなく、Folder
がアップしたいので、
ここからアップ

ツール | RとPython | Python 入門
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GOOGLE COLAB

foldersをアップロード

ツール | RとPython | Python 入門
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GOOGLE COLAB

成功！

ツール | RとPython | Python 入門
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GOOGLE COLAB

ipynb

ツール | RとPython | Python 入門
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PYTHON 入門

# 算術演算

print(3 + 2)    # 和

print(3 -  2)    # 差

print(3 * 2)    # 積

print(3 / 2)    # 商

print(3 ** 2)   # 累乗（べき）σ

print(3**2)     # スペースはなくてもよい

5
1
6
1.5
9
9

In[1]:

ü ṁ σ ρД˔Ќἷˢם▄ʾ ʾprint ʾзІЕʾ ʾДϰϼЄдЗзˣ▄ם

ツール | RとPython | Python 入門
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PYTHON 入門

# 代入操作（Assignment ）

a = 1            # 1 を a に格納
A = 2            # 2 を A に格納
b = a + A        # a + A を b に格納

print(b)         # b を表示
3

In[2]:

ü ṁ σ ρД˔Ќἷˢם▄ʾ ʾprint ʾзІЕʾ ʾДϰϼЄдЗзˣ▄ם

ツール | RとPython | Python 入門
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PYTHON 入門

# print() の使い方

print( "hello!" )
a = 1; A = 2
print(a, A)
print("a =", a, ", A =", A, " ¥n ---  and a+A =", a+A)

# " ¥n" で改行を挿入
ʢ Ƨ¥Ôƨ でタブを挿入

hello!
1 2
a = 1 , A = 2 
 ---  and a+A = 3

In[ 3]:

ü ṁ σ ρД˔Ќἷˢם▄ʾ ʾprint ʾзІЕʾ ʾДϰϼЄдЗзˣ▄ם

ツール | RとPython | Python 入門
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PYTHON 入門

# list() 関数と range() 関数

a = [1, 2, 3]    # (1, 2, 3) をaに格納
print("a is", a)   # a はリスト

x = [1.5, " abc", 2]  # 型が異なる要素が含まれていてもよい
print("x is", x)

A = range(4, 7)    # (4, 5, 6) をAに格納
print("A is", A)   # A はrange object

A = list(A)    # A をリストに変換
print("A is", A)   # A はリスト

print(" a+A is", a + A) # "+" でリストを結合（足し算ではない）

a is [1, 2, 3]

x is [1.5, ' abc', 2]

A is range(4, 7)

A is [4, 5, 6]

a+A is [1, 2, 3, 4, 5, 6]

In[ 4]:

ü ṁ σ ρД˔Ќἷˢם▄ʾ ʾprint ʾзІЕʾ ʾДϰϼЄдЗзˣ▄ם

ツール | RとPython | Python 入門
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PYTHON 入門

# リストへのオブジェクトの追加

fr1 = "apple"                       # 文字列
fr2 = ["orange", "lemon"]           # 文字列を要素とするリスト

fr2 .insert(0, fr1)                   # .insert(0, 要素) 先頭に追加
print("inserted - >", fr2)

fr2 .append(fr1)                      # .append ( 要素) は最後に要素を追加
print("appended - >", fr2)

inserted - > ['apple', 'orange', 'lemon']
appended - > ['apple', 'orange', 'lemon', 'apple']

In[ 5]:

ü ṁ σ ρД˔Ќἷˢם▄ʾ ʾprint ʾзІЕʾ ʾДϰϼЄдЗзˣ▄ם

ツール | RとPython | Python 入門
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ü ṁ σ ρД˔Ќἷˢם▄ʾ ʾprint ʾзІЕʾ ʾДϰϼЄдЗзˣ▄ם

PYTHON 入門

# 論理演算( 比較演算)

bool_list = [ 2 >= 0.5, 2 < 1+1, "pen"=="apple", "pen"!="apple" ]

print( bool_list )

[True, False, False, True]

In[6]:

True / False ブール値（bool型）

ツール | RとPython | Python 入門
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PYTHON 入門

# オブジェクトの型確認

ÐÒÉÎÔƽƧÆÒʦ ƙƨƗ type( fr1 ) ) # type() で型を表示 文字列

ÐÒÉÎÔƽƧÆÒʧ ƙƨƗ ÔÙÐÅƽÆÒʧƾƾ      # リスト

ÐÒÉÎÔƽƧʨ ƙƨƗ ÔÙÐÅƽʨƾƾ          # 整数

ÐÒÉÎÔƽƧʨƚʨƙƨƗ ÔÙÐÅƽʨƚʨƾƾ        # 字数

ÐÒÉÎÔƽƧ4ÒÕÅƙƨƗ ÔÙÐÅƽ4ÒÕÅƾƾ      # ブール

fr1 : <class 'str'>

fr2 : <class 'list'>

3 : <class 'int'>

3.3 : <class 'float'>

True: <class 'bool'>

In[ 7]:

ü ṁ σ ρД˔Ќἷˢם▄ʾ ʾprint ʾзІЕʾ ʾДϰϼЄдЗзˣ▄ם

ツール | RとPython | Python 入門
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PYTHON 入門

# リストの取り出し

print(fr2)

print(" ¥n")
ÐÒÉÎÔƽƧʣƗ ʧƙƨƗ ÆÒʧǁʣǂƗ ÆÒʧǁʧǂƾ   # 頭から数える
ÐÒÉÎÔƽƧ- 1, -ʧƙƨƗ ÆÒʧǁ- 1], fr2[ - 2])  # 最後から数える

print(" ¥n")
ÐÒÉÎÔƽƧÆÒÏÍ ʣ ÔÏ ʨƙƨƗ ÆÒʧǁʣƙʨǂƾ   # ０から3の前まで
ÐÒÉÎÔƽƧÔÈÅ ʦÓÔ ƚƚƚƙƨƗ ÆÒʧǁʣƙʨǂǁʦǂƾ  # そのうちの１つ目の要素

['apple', 'orange', 'lemon']
0, 2: apple lemon
- 1, - 2: kiwi lemon
from 0 to 3: ['apple', 'orange', 'lemon']
the 1st ...: orange

In[8]:

ü ṁ σ ρД˔Ќἷˢם▄ʾ ʾprint ʾзІЕʾ ʾДϰϼЄдЗзˣ▄ם

ツール | RとPython | Python 入門
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PYTHON 入門

# ディクショナリ（Dictionary ）
# キーと値の対で構成される

# ǅƧキーƨƙ 値} : を挟んで前にキー、後に値を記述（ここでは4つの要素を格納）

Price = { "Short" :  2.45, "Tall ": 2.85, "Grand": 3.25,"Venti": 3.65 }

print("Price of Tall :", Price["Tall"])  # キー名称を指定して参照

print(" ¥n")  #改行
print("keys= ", Price .keys () )     # キーの一覧
print("values=", Price .values () )   # 値の一覧

Price of Tall  : 2.85

keys=  dict_keys ƽǁʎ3ÈÏÒÔʎƗ ʎ4ÁÌÌʎƗ ʎ'ÒÁÎÄƦ ƥ6ÅÎÔÉʎǂƾ
values= dict_values ([2.45, 2.85, 3.25, 3.65])

In[ 9]:

ü ṁ σ ρД˔Ќἷˢם▄ʾ ʾprint ʾзІЕʾ ʾДϰϼЄдЗзˣ▄ם

ツール | RとPython | Python 入門
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PYTHON 入門

Gameしましょう！

https://www.codedex.io/home

ツール | RとPython | Python 入門

https://www.codedex.io/home
https://www.codedex.io/home
https://www.codedex.io/home
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PYTHON 入門

ツール | RとPython | Python 入門
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ü ԁ σṜ

PYTHON 入門

# 拡張ライブラリ
import sys  # sys の読み込み

# 条件分岐（if ）
if 論理式:
    #実行する内容
else:
    #条件じゃないときの内容

# 繰り返し（ループ）処理
for i  in X:
    # 繰り返したい処理

# 関数の定義
def 関数名( 引数):
    関数の処理

define

import

if :

else:

for i in X:

ツール | RとPython | Python 入門
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⌠ Python

ḗ
import pandas as pd
import matplotlib.pyplot  as plt

CSV ḗ ϫ DF = pd.read_csv (" sample.csv ")

╣ ₲ᶺ ϯ display( DF.head( 6))

ᶺ₲ ₲ ϯ print(type(DF))print( DF.shape)

Ԍ Ḿ Ḿᾴ ϯ display( DF.describe ())

varA varB 2ῶ טּ 1 id = DF[" varA "]**2 + DF[" varB "]**2 < 1

ID Ῐ ṥ lightblue " DF[" IDʏǂ ˮ ƨlightblue "

id TRUE ᶺ "darkblue" и DF.loc [id==True, " ID"] = " darkblue "

ID ᴁẐ DF[" ID"]. value_counts ()

ḽ ╣ ₲ᶺ ϯ display( DF.head( 6))

ẋ ₑ ―
plt.scatter (DF[" varA "], DF[" varB "],
            c=DF[" ID"], alpha= 0.6 , s= 70)
plt.show ()

ツール | RとPython | Python 入門

出典：有賀友紀・大橋俊介『RとPythonで学ぶ［実践的］データサイエンス＆機械学習【増補改訂版】』（技術評論社、2021年）  
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PYTHON 入門

ツール | RとPython | Python 入門
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⌠ R Python

ḗ library(ggplot2)
import pandas as pd
import matplotlib.pyplot  as plt

CSV ḗ
ϫ

DF <-  read.table ("sample.csv", 
sep = ",", header = T)

DF = pd.read_csv (" sample.csv ")

╣ ₲ᶺ ϯ head(DF) display( DF.head( 6))

ᶺ₲ ₲ ϯ str(DF) print(type(DF))print( DF.shape)

Ԍ Ḿ Ḿᾴ ϯ summary(DF) display( DF.describe ())

varA varB 2ῶ טּ
1

id < - DF$varA^2 + DF$varB^2 < 1
id = DF[" varA "]**2 + 
DF[" varB "]**2 < 1

ID Ῐ ṥ "steelblue" DF$ID <-  "steelblue"
DF[" ID"] = " steelblue "

id TRUE ᶺ "darkblue" и DF$ID[id==T] < - "darkblue"
DF.loc [id==True, " ID"] = 
" darkblue "

ID ᴁẐ table(DF$ID) DF[" ID"]. value_counts ()

ḽ ╣ ₲ᶺ ϯ head(DF) display( DF.head( 6))

ẋ ₑ ―

ggplot () 
+geom_point ( aes( DF$varA, 
DF$varB),color=DF$ID, 
alpha=0.6, size=4)

plt.scatter (DF[" varA "], 
DF[" varB "],c=DF[" ID"], 
alpha= 0.6 , s= 70)
plt.show ()

出典：有賀友紀・大橋俊介『RとPythonで学ぶ［実践的］データサイエンス＆機械学習【増補改訂版】』（技術評論社、2021年）  
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